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1．経営を取り巻く環境と日産の経営戦略

• 日産はカーボンニュートラル社会実現を経営戦略を中核と定義、車両電動化を軸としたサーキュラーエコノミー
確立を新たな成長機会と捉え、環境と経済成長への貢献に向け活動を具現化していく

カーボンニュートラルを踏まえた経営戦略

• 2050年迄にクルマのライフサイクル*全体におけるカーボンニュートラルを目指す事を発表
• カーボンニュートラルを経営戦略の中核とし、電動車を軸にサーキュラーエコノミーの確立を通じて

CO2削減を推進する
• カーボンニュートラルへの変革を新たな成長機会と捉え、環境対応と社会的価値の創出を推進する

カーボンニュートラル実現
に向けたロードマップ
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社会
• 地球温暖化/エネルギー問題
• 不安定なサプライチェーン

経済
• 環境対応と経済成長の両立
• 新たな成長機会と雇用の創出

• 新たな規制・地政学リスクへの対応
• 産業構造の再編

政策

• 次世代技術による諸課題への対応
• 技術開発をめぐる国際間競争

技術

自動車産業を取り巻く外部環境

サーキュラーエコノミー
の確立

• 複合しながら激しく変化し続ける
外部環境に対する企業の対応力
が問われている

* 原材料の採掘から、生産、クルマの使用、使用済み自動車のリサイクルや再利用までを含む
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2．経営戦略における事業の位置づけ
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• 電動化戦略上の競争力の源泉であるバッテリ領域を扱うグリーンイノベーション２事業は経営戦略に直結
• 日本の産業競争力の再構築に貢献し持続性のあるサーキュラーエコノミーの確立を牽引する

グリーンイノベーション事業１）
ASSBパイロットラインによる高性能・
低LCAバッテリ生産のプロセス確立

グリーンイノベーション事業2）
低CO2リサイクルを実現する
バッテリ エコサイクルの構築

リサイクル

社会との
エネルギー連携

バッテリの
2次利用

高い競争力
を持つEVの
製造・販売

バッテリ資源循環

V2H: Vehicle to Home

Energy Storage

System

Repurpose

Battery

日産MTP (The Arc)にて取り組み中
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2．経営戦略における事業の位置づけ ～日産のバッテリ戦略～

• 日産はさまざまなお客様のニーズに合わせて次世代バッテリ技術を準備していく
• ASSBはEV普及を加速させるゲームチェンジ技術としてFY28の市場投入に向け開発中
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年次

３元系バッテリー
更なる技術進化により

究極の液体Li-ionバッテリーへ

LFP
中国寡占からの脱却のため
日本で産業基盤を構築

For Performance

For  Affordability

ASSB
革新的な進化で

電動化をゲームチェンジ
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3．グリーンイノベーション事業の推進体制

推進体制 エグゼクティブコミッティ
(社内最高意思決定機関)

バッテリエコサイクル事業チーム ASSB事業チーム

グローバル環境委員会

カーボンニュートラル 
Steering Committee

（CN-SC）

財務 経営戦略

購買

開発 生産 商品企画

＆その他

代表執行役
社長兼最高経営責任者

（本事業をコミットする経営者）

取締役＆
執行役副社長

（生産技術領域の
責任者）

執行役副社長
（研究開発領域の

責任者）

議長

パワートレーン・EV
技術開発本部

パワートレーン
EVコンポーネント
生産技術開発本部

企画・先行技術
開発本部

技術企画部
（研究開発責任者）

総合研究所
EVシステム研究所

バッテリ 次世代技術開発部
(研究開発責任者)
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環境戦略全般
左記事業推進責任者が全員参加

CN戦略検討・推進

事業のモニタリング & リソース確保

• 環境戦略・カーボンニュートラル戦略に係る全社台の
活動体と密に連携させて事業を推進

• 四半期毎に役員・経営層に事業の進捗を報告
• 2事業を統括するプロジェクトリーダーをヘッドに

情報展開・共有し意志決定を迅速化

• 経営層のリーダーシップのもと、カーボンニュートラル戦略に係る全社台の活動体と密に連携し事業を推進、
4半期毎に事業の進捗を確認

チーフ ストラテジー
＆コーポレート 

アフェアーズ オフィサー
（経営戦略領域の

責任者）

GI事業
プロジェクトリーダー

経営戦略本部

専務執行役員
（パワートレイン＆
EV技術開発）



4．研究開発の進捗及び社会実装に向けた取り組み
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5 min

耐熱性

コスト 材料入手性

エネルギー密度

QC性能

1000Wh/L

安全性

１. 研究テーマ概要

液体Li-ion バッテリ 全固体電池 ASSB

液体Li-ionバッテリの限界を超え、
車の付加価値が向上することでEV普及を加速

液LiB性能限界
ASSB目標

• EVの普及を加速させるゲームチェンジ技術として、全固体電池（ASSB）を研究開発する
• 液体Li-ionバッテリの限界を超え、航続距離・充電性能や車のデザイン自由度向上など、付加価値向上に貢献
• 日本のバッテリサプライチェーン・産業基盤を構築し、世界で技術を牽引する未来の礎を創る

100℃
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日本に材料メーカー含めたサプライチェーンと
産業基盤を構築し、世界を技術で牽引する

EV普及のキー技術である液体Li-ion
EV用バッテリには性能限界がある

液体Li-ion EV用バッテリは
寡占状態になりつつある
（中国64%, 韓国23%）

事業１：ASSBパイロットラインによる高性能・低LCAバッテリ生産のプロセス確立
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硫化物固体電解質＋導電助剤 粒子を均質に混合、塗布する プレス圧と湿度を管理する
イオン電導を最大化する材料を原子レベルで設計 超低露点環境下で粒子の分散を制御 目標性能を達成する各層の構造を制御

正極活物質
固体電解質
導電助剤 ポイント①

正極層の緻密化
と高密度化

ポイント② 固体
電解質の薄層化

• 開発アプローチ：電解質材料の設計、電極設計・生産、積層セル設計・生産、それぞれの要素技術開発に加え、
要素技術の統合化による量産可能性をパイロットラインで実証する

2. 研究開発目標および進捗

電解質材料の設計 電極設計・生産 積層セル設計・生産

活物質 固体電解質 プレス分散 電極形成

超低露点管理環境（※）

※） 水分管理の厳しい硫化物固体電解質を扱う為、超低露点環境が必要
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事業１：ASSBパイロットラインによる高性能・低LCAバッテリ生産のプロセス確立

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.tanaka-chem.co.jp/product/img/chemi07.jpg&imgrefurl=http://www.tanaka-chem.co.jp/product/product06.html&h=100&w=175&sz=6&hl=ja&start=15&tbnid=VgcB7t-TAtWLrM:&tbnh=57&tbnw=100&prev=/images?q%3D%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%B3%E9%85%B8%E3%83%AA%E3%83%81%E3%82%A6%E3%83%A0%26gbv%3D2%26hl%3Dja%26sa%3DG
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• 目標達成に向けた研究開発は順調に進捗
• 車載に向けたセル大型化への開発およびパイロットラインの準備段階に入った

2. 研究開発目標および進捗

セル・パック設計開発 技術インテグレーション

• パイロットラインの設備仕様設計
及び工程管理項目へ反映を完了

• 主要設備100%の発注を完了

• 1Ahサイズセルにて1000Wh/L
を超えるエネルギー密度を達成

横浜工場 パイロットライン レイアウト

超低露点環境

低露点環境

中 kW
除湿機B

小 kW
除湿機A

低電力ドライルーム 局所超低露点環境化

プロセス要素技術開発

• 既存ドライルームに対して約60％
の電力を削減し、目標を達成※

（※ラボレベルでのドライルーム環境）

充電
放電

V
o
lt
a
g
e

[V
]

Energy density [Wh/L] 1000

注）GI事業におけるKPI：エネルギー密度(セル：1000Wh/L)、製造プロセスのCO2排出削減量、要素技術の統合化による量産可能性実証＠パイロットライン
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事業１：ASSBパイロットラインによる高性能・低LCAバッテリ生産のプロセス確立
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事業１：ASSBパイロットラインによる高性能・低LCAバッテリ生産のプロセス確立

3. 社会実装に向けた取り組み

2022 24 26 28

社会実装準備

ステージゲート審査 ◎ ◎

年度

✓

市場投入

先行開発フェーズ（セル・パック構造設計）

生産技術開発（EVセルプロセス設計）

パイロットライン
導入

試作車
公道走行

製品/生産技術開発
フェーズ（品質検証）

生産
フェーズ

生産能力up/生産性
向上開発フェーズ

Industrialization

車載サイズセル
（積層）

ボタンサイズセル

GI基金事業期間

• GI基金事業において、FY26までにASSBバッテリ生産プロセスを確立
• FY27以降も継続的に生産能力および生産性向上を図り、FY28の市場投入に繋げる

ミニセル

研究フェーズ（材料設計）
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• 従来のリサイクル技術では、CO2の低減ができない、コストが高く採算性が取れないことが課題
• 今回取り組む日産のアプローチは、
①バッテリのリサイクルを適切なセルに対してのみ行う劣化状態把握技術
②正極のみを選択的リサイクルするダイレクトリサイクル技術

事業２：低CO2リサイクルを実現するバッテリエコサイクルの構築

１. 研究テーマ概要

12

劣化状態の把握と
状態による仕分け

CO2

中古バッテリ

ダイレクト
リサイクル

分類
元素リサイクル

EV

新品バッテリ
Ni Co Mn
結晶構造

活物質

元素材料

Li

Ni Co Mn

劣化状態把握

?

リサイクルの
低CO2、低コスト化

①

②

ライフサイクル全体で劣化状態を
モニタリング

劣化状態に応じた仕分け・利活用

従来技術：
元素リサイクル

新技術：
ダイレクトリサイクル

劣化状態把握

従来リサイクルは処理時、製造時のCO2
排出が大きく、新技術での低減が必要

CO2 コスト
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• マイルストーンとして設定された技術的目標は達成し順調に進捗
• ラボレベルでの要素技術検証を完了し、技術の基礎的な目標を達成を確認

２. 研究開発目標および進捗

研究開発目標 正極容量回復94%以上
進捗（ラボ検証） 容量回復≒100% 目標達成

充放電特性
ー 新品
ー 再生品
ー 劣化品（市場回収バッテリ）

正極健全度
推定精度
±5%

研究開発目標 推定精度±5%
進捗（ラボ検証） 推定精度±5% 目標達成

≒100%
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正極状態推定技術 ダイレクトリサイクル技術

事業２：低CO2リサイクルを実現するバッテリエコサイクルの構築



３. 社会実装に向けた取り組み

• ダイレクトリサイクルプロセスの基本工程を検討
• FY24は、各工程の事業パートナー要件とパートナー候補を確定する

・バインダ除去
・金属コンタミ溶解除去

加圧・加熱
LiOH溶液

高温高圧オートクレーブ

正極状態推定による選別 モジュール取出し セル分解

分離（水熱処理） 再生（粉体熱処理）分離（浮遊選別）分離（有機溶媒処理）

浮遊選別
装置

ダイレクトリサイクル

リサイクル
正極材

・モジュール切断
・正負極分離
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正極

・活物質再生

ダイレクトリサイクル パートナーシップ
解体業者解体業者

リサイクル業者

正極

リサイクル業者 リサイクル業者 リサイクル業者

事業２：低CO2リサイクルを実現するバッテリエコサイクルの構築



Remanufacturing

３. 社会実装に向けた取り組み

• 資源循環パートナーシップの構築を行い、日産の状態推定技術の活用により事業全体の効率化を図る
• バッテリ資源循環社会実現のためには、官民連携によるサプライチェーン全体の仕組み作りが必要

Repurpose

ESS

Recycle

フォークリフト

Data Center

回収/解体業者

EV
・回収
・解体/分解
・仕分け

テレマティクス
データ

状態推定（劣化状態把握） トレーサビリティー

健全

劣化
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輸送業者

リパーパスシステム
製造/販売業者

リサイクル業者

資源循環パートナーシップ

バッテリ
製造業者

日本政府（METI）
・バッテリエコサイクルを実現する循環経済の仕組み
・民間への支援

①劣化状態に応じた仕分け

②リサイクルプロセス

事業２：低CO2リサイクルを実現するバッテリエコサイクルの構築
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３. 社会実装に向けた取り組み

• FY23ステージゲートをもってラボレベル工程検証を完了した
• 事業期間終了時点ではトライアルラインによる中量処理の目途を立て、2030年代の量産を目標に
社会実装準備を進める
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事業２：低CO2リサイクルを実現するバッテリエコサイクルの構築

1

2

2022 30

事業化

…

正極
状態推定

ダイレクト
リサイクル

年度26

設備構築 検証

推定手段
検討

推定精度
検証

推定精度
高度化

状態推定
実装検証

工業工程
設計

社会実装準備

要素工程
ラボ検証

事業化に向けた
パートナーシップ構築

トレーサビリティー
システム構築

パイロットプラント
建設・稼働

廃車回収
スキーム構築

ラボレベル工程
検証完了

トライアルライン工程
設計完了

トライアルライン
検証完了

ステージゲート審査◎ ◎ ◎ ●

トライアルライン 量産
準備

GI基金事業期間
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指摘事項 指摘事項に対応する資料のページ

プロジェクト推進やその成果活用を見据えて、若手人材の採用・育成に取り組むと
ともに、技術動向や市場動向の変化に対応できるよう、グローバルな市場獲得を
見据えた体制整備に取組んでいくことが重要。

機動的に経営資源を投入し、社会実装、企業価値向上に繋ぐ組織体制の整備
に取り込んでいます。

需要創出に向けて大規模な投資が必要となることも考えられるため、経営者もコ
ミットしながら、プロジェクト終了後の資金調達を見据えた投資家向けの情報開示
等のあり方を積極的に検討していくことが重要。

中期環境行動計画「ニッサン・グリーン・プログラム（NGP）」や中期経営計画にお
いて技術の方向性として公表している。また、メディア向けの先行技術セミナーの開
催等で、積極的に幅広いステークホルダーへ発信しています。

各素材に必要となる希少金属等の需要が高まっている中、ウクライナ情勢等も踏
まえた資源調達のリスクの見極めに努めるとともに、サプライチェーン全体の在り方も
念頭に置きつつ、対策の検討を進めていくことが重要。

（p8、p15に記載） 
日本に材料メーカーを含めたバッテリ製造のサプライチェーン及び、クローズドループリ
サイクル事業の構築を目指しています。

車載用の蓄電池・モーターについては、今後の需要を考えた際、欧州ではカーボン
フットプリントの申告義務や上限値の導入等を含んだバッテリー規制が打ち出され
たことを踏まえ、各国の自動車メーカーにおいても、鋼板など部材の CO2 排出量
に留意した調達を進めていくことが重要となっている。その点を踏まえ、LCA の観点
での取組を進めることが重要。

日産ではLCA手法を用いてクルマの使用時のみならず、製造に必要な原料採掘の
段階から、製造、輸送、廃棄に至るすべての段階（ライフサイクル）において環境
負荷を定量的に把握し、包括的な評価をしています。今後も既販EVから更なる環
境負荷低減の可能性を追求していきます。

海外の競合による研究開発・事業化の加速等、競争状況の変化に備え、事業
戦略のさらなる具体化等を急いでいただきたい。複数シナリオをもって複数戦略を
検討していくことが重要。

国内外の競争状況をタイムリーに把握し、バッテリーの技術動向の急速な変化や社
会実装におけるリスクを考慮した改善方策の策定実施を図っていきます。

前回指摘事項（各実施企業等共通）
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標準化戦略の策定・実践は、事業戦略と技術戦略の統合のための有効な手段
であり、経営層が自ら主導して、標準化戦略を検討する体制を敷いていくことが必
要。

自工会・JARI・自技会等との更なる連携強化を図りつつ、戦略的に国際標準化
を推進しています

知財に関するオープン＆クローズ戦略を明確化し、国際潮流に劣後しないよう取り
組み・連携を進める必要がある。

自工会・JARI・自技会等との連携を取りながら、適宜オープン・クローズ戦略を使い
分けて活動を進めています。

蓄電池分野においては、日本でも電池サプライチェーン協議会の立ち上げ等の取
組が行われており、事業の推進に当たっては、カーボンフットプリントや児童労働、
資源循環などの観点も含めて、ライフサイクル全体を通じたサプライチェーンを構築
していく必要がある。

（p4、ｐ12に記載）
日産ではLCA手法を用いてクルマの使用時のみならず、製造に必要な原料採掘の
段階から、製造、輸送、廃棄に至るすべての段階（ライフサイクル）において環境
負荷を定量的に把握し、包括的な評価をしています。そのサプライチェーンにおいて
強制労働や児童労働といった人権侵害を容認しておりません。 また、リサイクル材
の積極活用や使用済み自動車のリサイクルなどの従前の取り組みに加え、希少金
属類の使用削減などによる新規採掘資源の最少化を図っています。

全固体電池はオールジャパンでの取り組みが必要であり、競合国に先んじてシェア
を取得できるよう体制構築を進めていただきたい。その上で、硫化物系、酸化物系
等の技術方式の絞り込みを含めて、自動車ＯＥＭのみならず、蓄電池の活用が
想定される業界も含めた産業全体でしっかり連携をして推進していっていただきたい。

（ｐ8に記載）
全固体電池は、日本の蓄電池産業競争力を再強化させるためのキーとなる電池
技術であり、自社のみならずサプライチェーン全体で連携しながら取り込んでいきたい
と考えています。

当該プロジェクトにおける最先端の人材確保（含む若手人材）及び業界内での
流動化に関する取り組みを推進することも重要。また、アカデミアとの連携も必要。

機動的に経営資源を投入し、社会実装、企業価値向上に繋ぐ組織体制の整備
に取り込んでおり、アカデミアとも積極的に連携をしております。
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